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上
／
躍
進
の
文
字
が
刻
ま
れ
た
記
念
碑

左
／
現
在
の
栃
木
。
原
野
だ
っ
た
場
所

が
現
在
は
畑
と
な
り
農
業
の
一
端
を
担

う
地
区
に
。
下
／
先
人
に
黙
祷
を
さ
さ

げ
る
住
民
と
挨
拶
す
る
松
浦
自
治
会
長

　

４
月
21
日
、
開
基
１
０
０
年
を

迎
え
た
栃
木
地
区
で
記
念
碑
の
除

幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
44
年
４
月
21
日
、
サ
ロ
マ

ベ
ツ
原
野
（
現
栃
木
）
に
足
尾
銅

山
鉱
毒
事
件
の
被
害
者
で
あ
る
栃

木
県
下
都
賀
郡
民
を
中
心
と
す
る

約
２
４
０
名
が
集
団
移
住
し
、
開

拓
を
始
め
ま
し
た
。
当
時
の
足
尾

銅
山
に
よ
る
被
害
は
凄
ま
じ
く
、

工
場
か
ら
の
煙
害
な
ど
で
山
林
は

枯
れ
、
水
害
が
多
発
す
る
だ
け
で

は
な
く
体
の
不
調
を
訴
え
る
人
が

多
発
し
、
廃
村
と
な
っ
た
村
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
移
住
を

し
て
き
た
先
人
た
ち
は
、
酷
寒
や

あ
ら
ゆ
る
苦
難
に
堪
え
な
が
ら
、

た
だ
広
が
る
原
野
を
切
り
拓
き
、

安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
の
た
め

に
現
在
の
栃
木
地
区
を
開
拓
し
ま

し
た
。
除
幕
式
で
は
、
先
人
の
こ

れ
ま
で
の
偉
業
を
称
え
、
黙
祷
が

さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

開
拓
１
０
０
年
に
あ
た
り
建
立

さ
れ
た
記
念
碑
に
は
〝
躍
進
〞
の

文
字
と
昭
和
61
年
に
閉
校
し
た
栃

木
小
学
校
の
校
歌
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
　
（
栃
木
小
学
校
歌
か
ら
抜
粋
）

　
　

　

現
在
は
、
酪
農
、
養
豚
を
中
心

に
佐
呂
間
町
農
業
の
重
要
な
地
区

で
あ
る
栃
木
で
す
が
、
先
人
の
心

を
継
い
で
ど
ん
な
困
難
に
も
堪
え

て
更
な
る
〝
躍
進
〞
を
誓
い
、
閉

式
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

　佐呂間漁業協同組合前にて水難救難訓練が実施
されました。様々な事態を想定しての救助訓練が
行われ、水難事故の防止に対する決意を再確認さ
れました。引き続き行われた大漁祈願祭では、海
上での安全と豊漁を願いました。
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第４期佐呂間町総合計画
（平成 23年度～ 32年度）
が始まりました。

　

第
４
期
佐
呂
間
町
総
合
計
画

は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
で
す
。
み
な
さ
ん
と
力

を
あ
わ
せ
て
、
い
き
い
き
と
し
た

佐
呂
間
町
を
築
き
上
げ
る
た
め
、

町
政
の
基
本
的
な
指
針
を
示
す
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
必
要
な
主
な
施
策
や
事
業
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
本
年
度
か
ら
始
ま
り

ま
す
第
４
期
佐
呂
間
町
総
合
計
画

の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
「
基
本
構
想
」、「
基
本
計
画
」、

「
実
施
計
画
」
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
基
本
構
想
は
、
将

来
の
町
の
目
指
す
姿
を
示
し
て
い

ま
す
。
基
本
計
画
は
、
期
間
を
10

年
間
と
し
、
基
本
構
想
実
現
の
た

め
の
基
本
的
な
施
策
を
体
系
化
し

て
い
ま
す
。
実
施
計
画
は
、
基
本

計
画
に
て
示
し
た
施
策
を
計
画
的

か
つ
効
率
的
に
実
施
す
る
具
体
的

な
事
業
を
示
し
、
前
期
・
後
期
５
ヶ

年
ご
と
に
策
定
し
ま
す
。

　

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
佐

呂
間
町
を
取
り
巻
く
課
題
を
十
分

に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

計
画
で
は
こ
う
し
た
課
題
を
５
つ

に
整
理
し
て
い
ま
す
。

◎
人　

口

◆
若
年
層
を
主
と
し
た
就
労
の
場

　

の
確
保
や
Ｕ
タ
ー
ン
事
業
な
ど

　

の
受
入
対
策

◎
福　

祉

◆
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
就
労

　

の
場
・
活
躍
の
場
の
提
供

◆
安
心
し
て
く
ら
す
こ
と
の
で
き

　

る
地
域
社
会
の
構
築

◆
介
護
・
保
健
・
医
療
の
連
携
に

　

よ
る
「
安
心
安
全
な
福
祉
の
ま

　

ち
づ
く
り
」
の
推
進

◎
教　

育

◆
家
庭
・
地
域
・
学
校
と
の
連
携

　

強
化

◆
心
の
教
育
と
、
学
習
支
援
の
強

　

化
、
相
談
体
制

◎
産　

業

◆
担
い
手
育
成
と
安
定
し
た
生
産

　

供
給
体
制
、
経
営
基
盤
の
強
化

◆
購
買
力
流
出
の
抑
止
、
経
営
の

　

安
定
化

◆
恵
ま
れ
た
自
然
を
活
か
し
た
体

　

験
型
・
滞
在
型
観
光

◆
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
に
よ
る

　

広
域
観
光

◎
行　

政

◆
地
方
分
権
の
推
進
に
よ
る
自
主

　

的
な
行
政
運
営
へ
の
取
組
み

◆
行
財
政
改
革
を
図
る
た
め
、
広

　

域
行
政
事
務
を
視
野
に
入
れ
た

　

対
応

区分

基準年度
平成 20年度

目標年度
平成 32年度

総数 構成比 総数 構成比

人

口

0～ 14歳 702 人 11.5％ 577 人 11.1％

15 ～ 64歳 3,468 人 57.0％ 2,642 人 50.8％

65 歳以上 1,918 人 31.5％ 1,981 人 38.1％

（うち 75歳以上） 1,017 人 16.7％ 1,045 人 20.1％

総数 6,088 人 100.0％ 5,200 人 100.0％

　
計
画
の
最
終
年
次
と
な
る
平
成
32

年
で
は
、
出
生
率
の
低
下
と
社

会
的
要
因
に
よ
る
減
少
か
ら
５
，

２
０
０
人
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、

38
・
１
％
と
高
い
割
合
を
占
め
て

い
ま
す
。

　　

こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、
地

域
特
性
を
活
か
し
た
個
性
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
新

た
な
発
想
の
も
と
、
私
た
ち
が
自

ら
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
タ
イ
ト
ル
を

「
青
い
湖
と
緑
の
大
地　

　
　

人
が
輝
く
未
来
の
サ
ロ
マ
」

と
し
、
自
助
・
共
助
・
公
助
に
よ

る
協
働
と
環
境
を
重
視
し
た
す
べ

て
の
人
に
や
さ
し
い
「
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
ま
す
。

※
第
４
期
総
合
計
画
に
関
す
る
詳     

　

細
は
、
今
月
号
と
共
に
配
布
さ

　

れ
ま
す
総
合
計
画
ダ
イ
ジ
ェ
ス

　

ト
版
又
は
、
役
場
企
画
財
政
課

　

に
て
詳
細
版
を
閲
覧
す
る
こ
と

　

が
で
き
ま
す
。
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　平成 23 年度の事業が始まり、〝あいあい〟には子ども
たちの元気な声が響いています。
　４月に行った『赤ちゃん相談』、『お話あいあい』にも、
たくさんの親子連れが来てくれました。これからも〝あ
いあい〟では、お子さんの年齢に合わせた活動を行ったり、
子育てに関するさまざまな情報をお伝えしていきます。
　活動日や活動内容をご確認の上、お気軽にご利用くだ
さい。

佐呂間町の子育て支援事業は、保健福祉課・教育委員会
社会教育課・子育て支援センターが連携して行っていま
す。子育てに関する事業は、健康カレンダーに記載して
いますのでご確認ください。　 大きくなったかな？計測中

相談も出来ます。

　今月は保健師相談日です。お子さんの成長や運動発達
など、子育てについて困っていることや聞きたいことが
ありましたら、お気軽にご相談ください。
◎日　程　5月 12 日（木）　10時～ 11 時 30 分
＊支援センターは自由開放です。相談のない方も遊びに
　来てください。

　今回は妊婦のみを対象に、〝妊娠中の食事について〟を
行います。対象者には案内ハガキを送付します。
◎日　程　5月 18 日（水）　10時～ 11 時 30 分
＊参加される方は 5月 16 日までに申し込んでください。

　今回は１・２歳児～の保護者を対象に〝歯の大切さに
ついて〟のお話です。保健師から生活習慣との関係や、
虫歯予防について話を聞きます。この機会にお母さんが
正しい虫歯予防を知り、お子さんの歯を守りましょう。
対象者には案内ハガキを送付します。
◎日　程　5月 25 日（水）　10時 30 分～ 11 時 30 分
＊参加される方は 5月 23 日までに申し込んでください。

☆赤ちゃん相談（6月 2日）　
　身長体重の計測や、子育てについての相談ができます。
☆お話あいあい（6月 15 日）
　妊婦・0歳児保護者を対象に〝歯の大切さについて〟
　の話。　
☆あいあいらんど（6月 29 日）
　夏ならではの風物詩〝流しそうめん〟をみんなで楽し
　みます。

　５月から「サロマゲンキマイレージ」がスタートします。
子育て支援センターで実施する事業は『お話あいあい』、
『あいあいらんど』、『赤ちゃん相談』、『子育て自由相談日』
『パパママたまご教室』が対象です。
　各事業に参加される方は、ポイントカードをご持参く
ださい。詳細については、折込みチラシをご覧ください。


